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(線形)行列式表示は、ある超曲面の定義方程式を線形形式成分の行列で表すことである。与えら

れた超曲面が行列式表示を持つかどうかは非常に古典的な問題で、1840年代の Hesseによる研究

にまで遡る ([Bea00]とその引用文献など)。その一方、多項式環の長さ 1の複体として解釈するこ

とで、超曲面の連接層のなす導来圏などの文脈にも現れている ([BP15]など)。

この講演では、行列式表示についていくつかの立場から考察する。まず行列式表示にまつわる代

数幾何的・可換環論的な背景や、大本となる Bhargavaらの数論幾何学的な研究 ([BSh15, BSk14]))

について概説し、そのあと最近行列式表示について得られた数論的な結果 ([Ish14, Ish15, II14])を

紹介したい。
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